
高齢者施設における新型コロナウイルス感染者発生時等の検査体制について 

(施設用_幸手市版) 

※国の通知について都道府県等の対応内容を除いたものとなります。 

 全文については、介護保険最新情報 vol866をご確認ください。 

１．新型コロナウイルス感染症 の感染が疑われる場合 

○ 発熱 、呼吸器症状等により感染が疑われる職員、入所者については、「「新型コ

ロナウイルス 感染症についての相談・受診の目安」の改訂について」（令和２年

５月１１日厚生労働省子ども家庭局総務課少子総合対策室ほか連名事務連絡）

等を踏まえ、帰国者・接触者相談センターや主治医、協力医療機関、地域の相談

窓口等に相談し、必要に応じ紹介された帰国者・接触者外来等で検査を受けるこ

ととなる。 

○ 「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」（令和２年５月月２５日変

更）（新型コロナウイルス感染症対策本部決定）三（４）⑦においては、都道府

県は、「特に感染が疑われる医療、施設従事者及び入院患者等については、率先

して PCR検査等を受けさせるようにする」とされており、感染拡大防止の観点か

ら、感染が疑われる者への速やかな検査を実施することが重要である。 

○ また、新規入所者について、入所時に、地域における新型コロナウイルス感染

症の発生状況や入所前の生活状況等を勘案して、医師が必要と認める場合には、

症状の有無に関わらず検査を行うことができるものであることを申し添える。 

 

２．新型コロナウイルス感染者発生時等の行政検査 

○ 感染者が発生した施設において、入所者の状態等により受診が困難な場合等に

おいては、保健所等が施設に赴いて検体採取を行う場合も考えられる。 

○ そのような場合に備え、検体採取が行われる場所について、以下の観点も踏ま

え事前に検討しておくこと。 

・ 当該場所までの入所者の移動について、濃厚接触者とその他の入所者が

接触しないよう、可能な限り導線が分けられていること。 

・ 検体を採取する場所は十分な換気及び清掃、適切な消毒を行うこと。 

○ 感染者、濃厚接触者、その他の入所者がわかるよう、また、検査を受けた者と

その検体採取日がわかるよう、職員及び入所者のリストを準備しておくこと。 

 


